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r を 1より小さい正の定数とする。平面上の点 Aを端点とする半直線 ℓ上の点で A
からの距離が 1 − r，1，1 + rとなるものをそれぞれ B，C，Dとする。BDを直径と
する円を描き，Aを端点としその円に接する半直線のひとつをmとする。m上の点で
Aからの距離が 1− r，1，1 + rとなるものをそれぞれ E，F，Gとする。E，Fを通り
ℓに接する円を描きその接点を Pとする。また F，Gを通り ℓに接する円を描きその接
点を Qとする。

(1) Aと Pとの間の距離 APを rで表せ。

(2) CFを rで表せ。

(3) PQ = CFを示せ。


